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衆
議
院
議
員
山
口
俊
一
君
提
出
平
成
二
十
三
年
度
当
初
予
算
政
府
案
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
地
域
の
日
常
的
な
支
え
合
い
活
動
の
体
制
づ
く
り
」
は
、
地
域
支
え
合
い
活
動
の
立
ち
上
げ
支

援
、
地
域
活
動
の
拠
点
整
備
及
び
人
材
育
成
に
対
す
る
助
成
を
行
う
も
の
、
「
二
十
四
時
間
地
域
巡
回
・
随
時
訪
問
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
推
進
」
は
、
二
十
四
時
間
対
応
で
定
期
巡
回
訪
問
サ
ー
ビ
ス
と
通
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
随
時
の
対
応
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
も
の
、
「
介
護
職
員
等
に
よ
る
医
療
的
ケ
ア
を
行
う
体
制
の
整
備
」
は
、
介
護
職
員
等

に
よ
る
た
ん
の
吸
引
等
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
研
修
に
必
要
な
た
ん
の
吸
引
機
器
等
を
整
備
す
る
も
の
、
「
生
活
福
祉

資
金
貸
付
事
業
の
実
施
に
必
要
な
体
制
整
備
」
は
、
低
所
得
世
帯
を
対
象
と
し
た
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
貸
付
原
資
等

を
確
保
す
る
も
の
、
「
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
の
ハ
ブ
機
能
の
強
化
等
」
は
、
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
で
あ
る
阪
神
港

・
京
浜
港
の
ハ
ブ
機
能
の
強
化
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
港
湾
施
設
の
整
備
を
行
う
も
の
、
「
情
報
収
集
衛
星
の

体
制
整
備
」
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
に
政
府
が
運
用
で
き
る
情
報
収
集
衛
星
レ
ー
ダ
機
が
存
在
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
情
報
収
集
衛
星
の
体
制
整
備
の
一
環
と
し
て
、
レ
ー
ダ
予
備
機
の
開
発
等
を
行
う
も
の
、
「
海
上
保
安
体
制

の
充
実
」
は
、
巡
視
船
等
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

一



こ
れ
ら
の
事
項
の
う
ち
、
「
情
報
収
集
衛
星
の
体
制
整
備
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
必
要
な
レ
ー
ダ
予
備
機

の
開
発
等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
七
日
付
け
で
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号

）
第
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
歳
入
、
歳
出
、
継
続
費
、
繰
越
明
許
費
及
び
国
庫
債
務
負
担
行
為
の
見
積
（
以
下
「
歳
入
、

歳
出
等
の
見
積
」
と
い
う
。
）
の
変
更
に
関
す
る
書
類
が
財
務
大
臣
に
送
付
さ
れ
、
今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
平
成
二
十
三

年
度
予
算
（
以
下
「
当
初
予
算
案
」
と
い
う
。
）
に
必
要
額
を
計
上
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
の
事

項
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
新
た
に
財
政
需
要
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
各
府
省
か
ら
平
成
二
十
二
年
八
月

末
に
提
出
さ
れ
た
平
成
二
十
三
年
度
予
算
の
概
算
要
求
（
以
下
「
概
算
要
求
」
と
い
う
。
）
と
当
初
予
算
案
と
が
異
な
っ
た

も
の
は
な
い
。

二
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
予
算
編
成
の
過
程
に
お
い
て
調
整
し
た
結
果
、
当
初
予
算
案
に
お
け
る
「
情
報
収
集
衛
星
運
用
経
費
」

は
約
百
七
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

歳
入
、
歳
出
等
の
見
積
に
関
す
る
書
類
の
う
ち
、
内
閣
官
房
に
係
る
歳
入
、
歳
出
等
の
見
積
の
変
更
に
関
す
る
も
の
に
つ

二



い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
付
け
、
同
年
十
二
月
十
七
日
付
け
及
び
同
月
二
十
日
付
け
で
財
務
大
臣
に
送
付
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
変
更
後
の
要
求
額
約
七
百
九
十
八
億
円
、
約
八
百
二
十
九
億
円
及
び
約
八
百
二
十
九
億
円
を

計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
内
閣
府
に
係
る
歳
入
、
歳
出
等
の
見
積
の
変
更
に
関
す
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
付
け
、

同
年
十
二
月
十
七
日
付
け
、
同
月
二
十
日
付
け
及
び
同
月
二
十
一
日
付
け
で
財
務
大
臣
に
送
付
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
、
変
更
後
の
要
求
額
約
六
千
五
百
五
十
二
億
円
、
変
更
後
の
要
求
額
約
六
千
五
百
二
十
一
億
円
及
び
要
望
額
約
七
百
三

十
九
億
円
、
変
更
後
の
要
求
額
約
六
千
五
百
二
十
二
億
円
並
び
に
変
更
後
の
要
求
額
約
一
兆
四
百
八
十
七
億
円
及
び
要
望
額

約
千
五
百
三
十
六
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
向
け
補
助
金
等
の
う
ち
、
お
尋
ね
の
「
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
、
沖
縄
振
興
自
主
戦
略
交
付
金
及
び
地
域

再
生
基
盤
強
化
交
付
金
を
除
き
、
増
加
額
が
大
き
い
も
の
十
件
」
の
予
算
項
目
、
増
加
額
及
び
増
加
理
由
に
つ
い
て
、
増
加

額
の
大
き
い
も
の
か
ら
順
に
示
す
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

年
金
特
別
会
計
児
童
手
当
及
び
子
ど
も
手
当
勘
定
（
項
）
児
童
手
当
及
子
ど
も
手
当
交
付
金
（
目
）
子
ど
も
手
当
交
付
金

三



約
二
千
三
百
一
億
円

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
日
の
国
家
戦
略
担
当
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
及
び
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
少
子
化
対
策
）
合
意
に
沿
っ
て
、
三
歳
未
満
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き
月
額
二
万
円
を
支
給

す
る
等
の
所
要
額
を
計
上
し
た
た
め

一
般
会
計
厚
生
労
働
省
所
管
（
組
織
）
厚
生
労
働
本
省
（
項
）
生
活
保
護
費
（
目
）
生
活
保
護
費
等
負
担
金

約
九
百
七

十
二
億
円

直
近
の
実
績
を
反
映
し
た
こ
と
に
よ
り
、
概
算
要
求
時
点
よ
り
被
保
護
者
数
の
見
込
み
等
が
増
加
し
た
た
め

一
般
会
計
厚
生
労
働
省
所
管
（
組
織
）
厚
生
労
働
本
省
（
項
）
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
対
策
費
（
目
）
子
育
て
支
援
交
付

金

五
百
億
円

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
日
の
国
家
戦
略
担
当
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
少
子
化
対
策
）
合
意
に
沿
っ
て
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
交
付
金
を
改
組
し
、
子
育
て
支
援
交
付

金
を
創
設
し
た
た
め

一
般
会
計
厚
生
労
働
省
所
管
（
組
織
）
厚
生
労
働
本
省
（
項
）
医
療
保
険
給
付
諸
費
（
目
）
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
等

負
担
金

約
二
百
十
七
億
円

直
近
の
実
績
を
反
映
し
た
こ
と
に
よ
り
、
概
算
要
求
時
点
よ
り
一
人
当
た
り
医
療
費
の
見
込

み
等
が
増
加
し
た
た
め

一
般
会
計
農
林
水
産
省
所
管
（
組
織
）
農
林
水
産
本
省
（
項
）
農
山
漁
村
活
性
化
対
策
費
（
目
）
農
山
漁
村
活
性
化
対
策

四



整
備
交
付
金

約
七
十
四
億
円

概
算
要
求
時
点
で
国
産
農
畜
産
物
・
食
農
連
携
強
化
対
策
整
備
費
補
助
金
の
対
象
と
し
て

い
た
鳥
獣
被
害
緊
急
対
策
事
業
に
つ
き
、
農
山
漁
村
活
性
化
対
策
整
備
交
付
金
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
た
た
め

一
般
会
計
厚
生
労
働
省
所
管
（
組
織
）
厚
生
労
働
本
省
（
項
）
医
療
保
険
給
付
諸
費
（
目
）
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
調
整

交
付
金

約
七
十
二
億
円

直
近
の
実
績
を
反
映
し
た
こ
と
に
よ
り
、
概
算
要
求
時
点
よ
り
一
人
当
た
り
医
療
費
の
見
込
み

等
が
増
加
し
た
た
め

一
般
会
計
国
土
交
通
省
所
管
（
組
織
）
国
土
交
通
本
省
（
項
）
河
川
等
災
害
復
旧
事
業
費
（
目
）
河
川
等
災
害
復
旧
事
業

費
補
助

約
五
十
九
億
円

直
近
の
実
績
を
反
映
し
た
こ
と
に
よ
り
、
概
算
要
求
時
点
よ
り
河
川
等
災
害
復
旧
事
業
費
の
見

込
み
が
増
加
し
た
た
め

一
般
会
計
厚
生
労
働
省
所
管
（
組
織
）
厚
生
労
働
本
省
（
項
）
介
護
保
険
制
度
運
営
推
進
費
（
目
）
介
護
給
付
費
等
負
担

金

約
三
十
九
億
円

直
近
の
実
績
を
反
映
し
た
こ
と
に
よ
り
、
概
算
要
求
時
点
よ
り
介
護
給
付
費
の
伸
び
の
見
込
み
が
増

加
し
た
た
め

一
般
会
計
厚
生
労
働
省
所
管
（
組
織
）
厚
生
労
働
本
省
（
項
）
保
育
所
運
営
費
（
目
）
児
童
保
護
費
等
負
担
金

約
二
十

九
億
円

直
近
の
実
績
を
反
映
し
た
こ
と
に
よ
り
、
概
算
要
求
時
点
よ
り
保
育
料
の
徴
収
見
込
み
が
減
少
し
た
こ
と
等
に
伴

五



い
、
国
庫
負
担
の
見
込
み
が
増
加
し
た
た
め

一
般
会
計
環
境
省
所
管
（
組
織
）
環
境
本
省
（
項
）
環
境
保
健
対
策
推
進
費
（
目
）
水
俣
病
被
害
者
救
済
円
滑
化
補
助
金

約
十
七
億
円

水
俣
病
被
害
者
の
救
済
及
び
水
俣
病
問
題
の
解
決
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
八
十

一
号
）
等
に
基
づ
き
、
一
時
金
の
支
給
の
支
援
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
た
た
め

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
地
域
活
性
化
交
付
金
」
等
の
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
補
正
予
算
で
措
置
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
向
け
の
臨

時
交
付
金
に
関
す
る
事
務
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ

き
実
施
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

地
域
自
主
戦
略
交
付
金
及
び
沖
縄
振
興
自
主
戦
略
交
付
金
（
以
下
「
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

は
、
財
源
捻
出
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
地
方
公
共
団
体
の
判
断
で
、
優
先
度
の
高
い
事
業
を
効
率
的
に
実
施
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
予
算
の
更
な
る
効
率
化
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
初
予
算
案
に
お
け
る
地
域

自
主
戦
略
交
付
金
等
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
つ
つ
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
地
方
公
共
団
体
に

六



最
大
限
配
慮
し
た
結
果
、
概
算
要
求
又
は
要
望
が
あ
っ
た
補
助
金
等
の
中
か
ら
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
等
に
拠
出
す
る
こ
と

が
可
能
と
さ
れ
た
金
額
と
比
較
す
る
と
、
約
三
百
二
十
七
億
円
の
削
減
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
お
い
て
措
置
さ
れ
て
い
る
地
方
公
共
団
体
向
け
補
助
金
等
で
、
概
算
要
求
に
計
上
さ
れ
て
お
ら

ず
、
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
要
望
も
踏
ま
え
て
政
府
内
に
お
い
て
調
整
し
た
結
果
、
当
初
予
算
案
に
所
要
額
を
計
上
す
る

こ
と
と
し
た
も
の
は
、
地
域
再
生
基
盤
強
化
交
付
金
以
外
に
は
な
い
。

七


